
た
が
、
大
正
三
年
今
の
地
に
修
っ
た
。

シ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ

聖
興
寺

石
川
仰
総
任
由
・
町
に

シ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ
性
光
寺

河

出

m川
氏
に
在
つ

一
在
っ
て
、
民
宗一
応
仮
に
凶
し
、
向
'野
山
と
加
配
す
る
。

て
、
良
宗
一
束
波
に
悩
す
る
0

.

一
苛
紀
に
、
明
剛
山
三
年
明
郎
の
岡
山
岬
徳
光
村
山
・
野
に
創

シ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ
松
岡
寺

能
央
消
披
佐
谷
に
在

一
立
し
た
に
起
り
、
徳
光
寺
と
抑
制
し
た
が
、
文
線
中
三

っ
た
一
向
宗
寺
院
で
、
彼
佐
谷
坊
と
も
い
ひ
、
所
前

一
代
正
由民
の
時
現
興
寺
と
改
め
、
院
長
六
年
宮
保
村
に

三
山
の
大
幼
宅
の
一
で
あ
っ
た
。
一
辿
如
の
三
子
迷
綱

一
判
じ
、
附
出
安
元
年
五
代
随
意
今
の
地
に
移
し
た
と
す

栄
祐
之
を
草
創
し
‘
子
泌
凶
品
川
玄
嗣
ぎ
‘
そ
の
子
口

一
る
が
‘
諸
家
分
配
肌
糸
闘
に
は
、
専
光
寺
十
代
康
照
(
明

開
催
殺
相
を
第
一-
一
代
と
す
る
が
、
ま
だ
寺
務
を
苧
け
な

一
山
間
三
年
二
月
寂
〉

の
子
附
目
立
(抱
永
十
六
年
得
度
U

を

か
っ
た
で
あ
ら
う
o
向
山
宮
前
縦
訓
巾
記
録
に
、
h
r
-
以
て
山
川
副
と
し
て
ゐ
る
o
本
寺
境
内
に
千
代
尼
の
句

政
四
年
組
初
等
部
u

が
法
制
什
に
放
火
し
た
と
あ
る
の

-
仰
が
あ
る
。

は
、
寺
記
に
一
-一
代
白
隠
の
時
共
火
に
縫
う
た
と
す
る

↑

シ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ

翠
血
(寺

石
川
畑
川
内
庄
八
備

も
の
に
常
り
、
次
い
で
間
代
山
田
腿
の
附
珠
洲
川
松
披

一
の
京
な
る
八
師
自
の
後
に
、
し
ゃ
う
こ
う
寺
跡
と
い

に
移
っ
た
。
披
佐
谷
に
在
っ
た
拐
を
松
附
寺
と
い
」

一
ふ
の
が
あ
る
。
制
上
聯
熔
銑
に
沼
幻
寂
恕
が
大
阪
山

は
、
初
め
附
丸
の
松
附
村
に
起
っ
た
お
で
あ
る
と
、

一
に
型
興
寺
を
胤
き
、
太
山
知
一見
が
そ
の
防
を
岨
嗣
い
だ

能
央
部
取
円
以
誌
な
ど
に
杷
さ
れ
る
。

一
と
あ
る
も
の
是
で
あ
ら
う
。
大
阪
山
は
八
幡
の
隣
村

シ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ
松
岡
寺

桂
柴
崎
州
制
前
に
在
つ

一
に
小
限
村
(
父
は
石
切
小
限
村
)
が
あ
る
か
ら
、
寺
地

て
、
田
県
宗
京
一
政
に
臨
す
る
o
彼
佐
谷
松
同
寺
の
後
で

↑
を
そ
の
箭
内
と
見
た
の
で
あ
る
。
従
う
て
貸
出
向
十
四

あ
る
と
い
」
が
.
明
ら
か
で
な
い
。

一
年
制
糾
能
央
制
披
佐
谷
に
、
『披
佐
谷
村
翻
宗
泌
玄

シ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ

松
岡
寺

珠
洲
加
松
依
に
在
つ

一
門
幻
〉和
削
州
以
叫
興
寺
与
巾
出
版
跡
之
問
巾
川
田
候
。
』

て
、
銀
宗
商
振
に
四
回
し
、
開
山
政
町
時
間
聞
で
あ
っ
た
こ

と
す
る
は
政
併
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

普
記
に
、
抽出
尖
榔
彼
佐
谷
の
松
岡
春
は
、
平
政
相
・巾

一

シ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ

霊
光
寺

臥
宝
山
輪
島
の
純
白

第
三
代
目
附
出
品
刑
制
の
時
に
浴
料
し
た
が
、
四
代
制
限

一
附
町
に
在
っ
て
、
文
附
U

苅
年
法
M
M
山
明
凶
附
側
側
の

粂
利
は
松
披
に
移
。
、
一尚
一
耐
寺
と
腐
す
る
古
寺
に
佐

一
臨
桝
遊
相
端
で
あ
っ
た
が
、
元
利
中
銀
山
徐
芸
の
再
興

み
、
五
代
殴
玄
を
縦
、
J

ハ
代
臨
間
以
の
時
一山
ぴ
本
山
に

-
す
る
に
及
ん
で
印
刷
宗
と
な
っ
た
。
能
資
名
跡
志

的
う
て
松
岡
寺
の
畑
町
を
昨
さ
れ
た
と
あ
る
o
能
殺
名

告
に
、『
紫
光
寺
と
て
制
宗
あ
り
。
此
寺
始
は
七
堂
伽
航

跡
芯
に
、
『
松
岡
寺
と
い
う
て
西
方
一
向
の
院
家
あ
の
大
寺
に
て
、
天
台
宗
な
り
し
と
い
へ
り
。
今
境
内

り
o
恕
如
の
三
男
強
制
の
山
避
に
て
、
誌
は
加
州
彼
腕
L
o
貨
物
多
し
o
川
合
利
あ
り
0

円
程
は
和
州
諮
問

佐
谷
と
い
ふ
に
あ
り
し
問
。
今
も
地
刀
七
石
川
4
守

一
法
山
腕
守
と
、
此
寺
に
ば
か
り
似
る
問
。
北
外
相
迦
金

領
あ
り
o
此
寺
の
太
放
の
簡
は
豆
が
ら
の
木
に
て
、

一
円保次
の
き
れ
あ
り
o』
と
あ
る
o
読
し
天
台
宗
で
あ
っ

一
般
二
廷
に
ひ
ど
く
問
。
』
と
記
す
る
。
寺
山
凪
に
木
治

一
た
と
す
る
も
の
は
殺
で
あ
ら
う
。

彩
色
場
徳
太
子
学
設
品
開
一
樹
体
一品
一
米
沢
四
棚
の
も

一

シ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ
照
光
寺

臥
中
一
榔
泌
間
に
あ
つ

の
が
あ
り
、
奈
良
興
一制
寺
拘
修
切
に
在
っ
た
も
の
と

一
て
、
民
宗
東
振
に
路
す
る
。
能
費
名
跡
志
に
、『
抽出凶

併
へ

、
錬
れ
時
代
の
作
と
初
め
ら
れ
る
。
村
に
照
光
背
と
て
一
向
宗
あ
り
o
nE
は
市
芯
見
の
城

ジ
ヨ
ウ
ゴ
ン
ジ
海
援
一
寺

mm
咋
瓜
火
打
谷
に
在

っ
て
、
提
出
京
市
川
振
に
M

闘
す
る
。

シ
ョ
ウ
コ
ン
シ
ヤ
招
魂
結

卯
以
山
卯
い
師
跡
枇

の
下
に
在
っ
た
。
草
創
は
明
治
元
年
越
後
奥
羽
の
札

に
加
制
滞
兵
職
制
限
の
者
百
三
名
の
拠
魂
を
定
る
た

め
、
同
年
十
一
且
こ
日
卯
民
山
氏
巾
探
の
地
に
似
慣

を
設
け
、
滞
侯
前
制
限
単
よ
り
祭
典
キ
一
命
ぜ
ら
れ
た

に
起
。
、
三
年
十
二
月
祉
地
を
滞
γ
的
に
卜
し
て
述

政
し
、
V
A
石
仰
を
建
て
、
滞
知

mか
ら
米
千
山
山
そ
何

歳
前
附
せ
ら
れ
、
春
秋
二
阿
祭
典
を
執
行
し
た
が
、

脱
出
耐
の
後
そ
の
献
誌
を
停
止
し
た
る
を
以
て
、
八
年

四
月
以
降
附
拙
枇
践
に
官
金
を
下
似
せ
ら
れ
る
h

』と

に
な
っ
た
。
後
西
南
役
の
戦
死
者
数
れ
を
合
従
L
.

二
十
周
年
九
且
十
七
日
笛
滞
士
不
似
出
太
郎
以
下
三

十
六
名
を
亦
合
記

L
、
大
正
六
年

目
前
日
結
耐
役

の
椛
夜
者
を
加

へ
、
制
後
第
九
削
剛
一卜
の
各

me鎚
犠

牲
者
を
合
記
し
た
。
然
る
に
そ
の
境
域
狭
少
に
し
て

悦
也
不
似
で
あ
っ
た
か
ら
、
附
和
十
年
新
山
間
を
川
刑制

川
に
建
て
L

之
に
池
し
、
十
四
年
凶
月
一
日
誌
に
石

川
畑山
同
制
批
と
凶
耕
し
た
。

ジ
ヨ
ウ
ザ
イ
コ
ウ
ジ
常
在
光
寺

際
掠
軒
目
録

に
、
H
H
h
千
二
年
右
近
衛
大
時
源
諮
問
の
川口
を
常
在
光

寺
に
問
問
う
て
加
賀
閥
巾
奥
保
を
永
議
出
と
し
た
と
あ

る
。
日
間
三
味
記
に
よ
る
と
、
天
文
八
年
正
月
二
十

四
日
日
在
光
寺
木
守
到
州
よ
れ
り
上
砂
川
な
ど
h

見
え
ろ

か
ら
、
目
的
在
光
寺
は
加
引
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。

ジ
ヨ
ウ
サ
イ
ジ
薄
商
寺

金
仰
木
，
新
保
に
怒
っ

て
、
民
宗
深
夜
に
開削
す
る
。

シ
ョ
ウ
ザ
ン
ジ
松
山
寺

金
内
八
坂
に
在
っ
て
、

凶
泌
山
と
奴
し
、
即
日
制
宗
に
幽
す
る
。
限
公
四
作
仰

山
山
城
守
良
知
一
品
川
う
て
活
放
し
、
融
山
川
水
耐
を
仙
川
い

て
寺
主
と
し
た
。
精
一
肌
閉
山
議
院
は
、
間
五
年
長
知
が

引
の
裂
の
軒
両
に
即
位
ー
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

シ
ヨ

京
労
口
氏
の
子
誌
と
て
訓
口
山
と
い
」
。
』
と
あ
る
。

ジ
ヨ
ウ
コ
ウ
ジ
常
光
寺

l
サ
Y

ジ
ヤ
ノ
ミ
ヤ

三
枇
，宮
。

ジ
ヨ
ウ
コ
ウ
ジ
常
光
寺

能
楽
部
関
原
に
在
っ

た
。
能
楽
郷
名
以
誌
に
、
盟
原
村
治
光
寺
は
民
宗
で

あ
っ
た
が
、
元
臓
の
比
か
越
前
坂
谷
郷
伏
石
に
移
っ

た
と
あ
る
。

ジ
ヨ
ウ
コ
ウ
ジ
常
光
寺

臨
ね
榔
附
岸
に
在
っ

て
、
民
宗
東
一
蹴
に
幽
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
コ
ウ
ジ

浮
光
寺

金
保
中
牧
聞
に
在
っ

て
、
田
県
宗
東
仮
に
邸
す
る
o
初
め
卯
反
茶
屋
町
に
創

立
し
、
延
苧
三
年
今
の
地
に
移
耐
押
し
た
と
あ
る
。

ジ
ヨ
ウ
コ
ウ
ジ

静
光
寺

河
北
部
二
俣
に
在
っ

て
、長
宗
東
振
に
回
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、

明
治
二
年
符
法
坊
と
公
僻

L
、
十
二
年
六
且
更
に
抑

光
寺
に
改
め
た
。

ジ
ヨ
ウ
コ
ウ
ジ
桑
光
寺

河
北
郡
に
在
っ
た
。

親
問
の
弟
子
健
闘
、
阿
部
相
犯
に
之
を
側
め
た
と
い

ひ
、
一
地
代
に
し
て
雨
柿
艇
に
診
白
、
十
一
代
に
し
て

越
向
・
石
動
に
締
じ
た

o
n倍
程
に
、『
加
到
凶
河
北
郡

統
制
村
と
云
聞
に
三
ヶ
日
間
辿
如
上
人
を
留
巾
け
る
に
、

税
制
の
来
光
寺
と
云
坊
に
光
臨
あ
り
。
』
と
い
ふ
も
の

は
是
で
あ
ら
う
。

ジ
ヨ
ウ
コ
ウ
ジ

乗
光
寺

珠
洲
制
限
旧
に
在
っ

て
、
長
宗
東
一
概
に
臨
す
る
。

シ
ョ
ウ
ゴ
ガ
フ
チ
鉦
毅
ヶ
淵

金
持
郊
外
卯
民

山
の
中
山
山
円
山
の
ほ
と
り
に
、
貝
や
き
探
と
て
民
の

茨
を
製
す
る
加
が
あ
り
、
そ
の
上
に
川
附
二
町
除
、制

水
を
洛
へ
、
難
帥
の
繁
茂
し
た
袖
が
あ
っ
た
。
初
夜

逃
か
ら
世
悩
頃
ま
で
、
鉦
鼓
を
叩
い
て
池
の

nを
め

ぐ
る
脅
が
す
る
と
て
、
そ
れ
を
鉦
鼓
ャ
淵
と
群
し
た
。

ジ
ヨ
ウ
コ
モ
ノ
ナ
リ
定
小
物
成

J
コ
モ
ノ
ナ

小
物
成
。

リ

三
九
九


